











































































































































Mesch は，2 人の触手話話者の手の位置を分析し，4 つ
の手の位置があることを明らかにした。すなわち休止





















































































































































30 分間（通訳者 2人）であり，28 の否定辞が抽出された。
通常のアメリカ手話では首振りが否定辞として用いら
れているが，通訳者は首振りでなく，手による手話単語，







いるかを調べた。YES と NO に関連する 1553 の事例を
抽出し，12 の機能に分類した。分析の結果，（1）YES




































































hold），手が緊張したり（Tenseness of the hand），大きく
動きが表現されたり（Extended location），運動がゆっく









































































した。資料は，2 人の盲ろう者の 50 分間の対話であ
る。284 の副詞的表現（語や句）が抽出され，これを分
析した。いずれもアメリカ手話では表情を伴う表現であ
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hold），手が緊張したり（Tenseness of the hand），大きく
動きが表現されたり（Extended location），運動がゆっく































































































































































には 3 つの機能があることが明らかになった。1 つは次





























































と比較しながら広範囲に分析し，covert 要素が overt に
なっている（例えば，Yes/No 疑問標識が，明示的に文
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